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1.通常セッションにおける気づき

「今までを捨てる」ことが重要
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事例1 東京海上グルー
プ

◼ 利益成長の重点を国内事業から海外事業にシフト。



1.通常セッションにおける気づき

「今までを捨てる」ことが重要

2

事例２ 三菱商事

◼ ビジネスモデルを「仲介業」から「事業経営業」にシフト。
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事例３ コニカミノ
ルタ

◼ 経営統合を機に写真フィルム・カメラ事業から撤退し、デジタルカンパニーへ。
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事例を通じて気づいたこ
と

経営環境の変化に対応し会社を大きく変えていくために
は、
「今までを捨てる」勇気が必要。

そして、その決断を行うことができるのは「経営トッ
プ」である。

今までできていることほど捨てる。今までと同じやり方では通用し
ないと薄々感じながらも同じことを続けていくと、気が付いた時に
は会社が時代から取り残されている。



1.通常セッションにおける気づき

経営者（CFO）に必要なこと
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２.ワークショップにおける気づき

自社のIR発表におけるポイント
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会社概況の解説や製品解説などは本当に必要な場合以外は省き、自社の価値
向上ストーリーと持続的成長が可能であるという点を定量的に解説、定性的
な補足ストーリーで投資家を納得させる。
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自社のIR発表を通じて
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自社のできていることをアピールするだけではなく、問題点およびそれへの
対応策
も正直に説明することが、投資家からの信頼につながる。



２.ワークショップにおける分析

ミネベアミツミ
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ミネベアミツミ
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ミネベアミツミの分析を通じて気づいたこと（自社に持ち帰りた
いこと）

①思い切った経営戦略の実行による成長の実現。
ベアリング事業等の収益性の高いコア事業のオーガニックグロースと、M&A

を両立
することで、売上・利益ともに大幅な成長を実現している。

②経営トップ自ら関わったIR活動の実施。
自社の価値創造ストーリーは、IR部門が経営トップと一緒に作成。
長期投資家には経営トップが直接面談。
見識の高い海外投資家からのアドバイスを経営戦略に反映。

上記のような大胆な戦略実行力は、当社でも参考にしていきたいと感じまし
た。

一方、IRで発信している経営戦略の現場の末端までの落とし込み
（特に事業間のシナジーの実現）については、理論だけでは解決で
きない課題が
あると感じました。



３.自社に持ち帰りたいこと
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①投資家も自社商品の消費者も「お客様」である。
どちら一方に偏るのではなく、双方に満足してもらえるような経営を目指さ

なければ
ならない。
そのためには「対話」が重要である。

②自社の価値創造のためには変わり続けなければならな
い。

消費者、投資家、地域社会、環境等、自社を取り巻くステークホルダーの状
況は

常に変わっている。これらの変化に対応するためには、自社も素直に経営環
境の

変化を認め「今までを捨てる」覚悟を持たなければならない。

③人材育成の重要性
人は「自ら決めたことには責任を持つ」。
自社が継続的に成長するためには、理念を共有し主体性を持って行動できる人

材の
育成が重要。
そのために経営陣は、社員が自ら考え挑戦でき、失敗してもそこから学び次に

活かす
ことができるような環境を作る必要がある。
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価値協創ガイダンス

◼ 自社で意識していくべきことを俯瞰して見ることができました。



これまで１０ヶ月の間、様々な講義を提供いただいた
先生方、また、議論の中で新しい気づきや刺激をい
ただいた受講生の皆様、有難うございました。


